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研究概要 

 2011 年度は、インターネットカフェに関する 1 本の査読付き英語研究ノート（論文 1）

と、近年研究に着手した「テレパシー」の社会思想史に関する 1 本の日本語論文（論文 2）

を完成させ、日本のインターネットカフェの社会史を描写するための基礎考察として、1 回

の学会報告を行った。 

論文 1 では、日本のインターネットカフェで生活を行わざるを得ない人々（いわゆるネ

ットカフェ難民）に焦点を当て、彼ら／彼女が置かれた経済的・社会的劣位の状態をデー

タを利用しながら明らかにしつつ、「なぜ彼ら／彼女らは互いに協力することができないの

か」という疑問について、日本のインターネットカフェで暗黙裡のうちに共有される「他

人に迷惑をかけない限り何かをすることができる」という規範が、彼ら／彼女らを非常に

強く拘束しているのではないか、という論点を提起した。この論点については、「移民」を

主題とした英語書籍の 1 つの chapter の執筆においても問う予定である。 

論文 2では、「テレパシー」と呼ばれるコミュニケーションの理解を巡る J. ラカンと J. デ

リダの対立が、彼らの「手紙はつねに宛先に届く／つねに宛先に届かないことがありうる」

というテーゼの対立に帰着するコミュニケーションの理解を巡る対立を解読する鍵となり

うることを示そうとした。今年度は分量の都合で、主に J. ラカンのテレパシー論を扱うに

留まったが、次号にてデリダのテレパシー論が掲載される予定となっている。 

 報告 1 では、日本のインターネットカフェはいかなる系譜で現在のかたちになったのか、

という問題について、主に当時の新聞記事を用いた分析により、それが大まかに 3 つの時

期（1995～2000 年、2001～2005 年、2006～2010 年）に分類できることを示し、諸外国

のインターネットカフェではむしろ日常的光景である「空間を共有しながらの利用」とい

う様態が、個人ブースの登場によって見られなくなり、逆に個人ブースの矛盾するような

正負（落ち着ける／怖い）の側面が、インターネットカフェの特質となったことを示した。
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